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蔵
王
山
は
、
宮
城
県
と
山
形
県
の
県
境
に

位
置
す
る
。
最
高
峰
の
熊
野
岳
（
１
８

４
１
ｍ
）、
地
蔵
岳
、
刈
田
岳
、
五
色
岳
な
ど

の
山
々
を
有
す
る
火
山
群
で
、
蔵
王
連
峰
と
も

呼
ば
れ
る
。五
色
岳
に
は
、エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー

ン
の
水
を
た
た
え
る
火
口
湖
の
御
釜
（
別
名
、

五
色
沼
）
が
あ
る
。

蔵
王
山
の
活
動
は
約
１
０
０
万
年
前
に
始

ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
約
40
〜
10
万
年
前
の
火
山

活
動
で
は
、
複
数
の
噴
出
口
か
ら
多
数
の
溶
岩

流
が
流
出
し
、
熊
野
岳
や
刈
田
岳
な
ど
の
山
体

が
形
成
さ
れ
た
。
最
新
の
火
山
活
動
は
約
３
万

年
前
に
始
ま
り
、
御
釜
、
五
色
沼
付
近
で
現
在

ま
で
断
続
的
に
続
い
て
い
る
。

有
史
以
降
で
は
、
１
６
０
０
年
代
と
１
８
０

０
年
代
に
、
多
く
の
噴
火
の
記
録
が
残
っ
て
い

る
。
１
８
９
５
年
（
明
治
28
年
）
に
御
釜
で
起

こ
っ
た
水
蒸
気
噴
火
は
、
最
近
で
は
最
も
激
し

い
噴
火
と
言
わ
れ
、
火
砕
物
の
降
下
、
御
釜
の

沸
騰
、
有
毒
ガ
ス
の
発
生
な
ど
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
１
９
４
０
年
の
小
規
模
な
噴
火
以
降
、

噴
火
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。

 

蔵
王
山
は
、
春
や
夏
の
高
山
植
物
、
秋
の

紅
葉
で
も
知
ら
れ
る
が
、
冬
に
地
蔵
岳
や
刈
田

岳
な
ど
で
見
ら
れ
る
樹
氷
が
特
に
有
名
で
あ

る
。
樹
氷
は
樹
木
に
氷
や
雪
が
付
着
し
て
形
成

さ
れ
る
。
国
内
で
は
他
に
は
、
青
森
県
の
八
甲

田
山
、
秋
田
県
の
八
幡
平
な
ど
の
限
ら
れ
た
地

域
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

樹氷の山

蔵王山の御釜

蔵王山
活動的火山及び潜在的爆発活力を有する火山に指定されている。平成 19 年 12 月 1日に噴火予報を「平常」と発表。その後、予報
警報事項に変更はない（10 月 9日現在）。

蔵王山
ざおうざん
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ぼ う さ い      冬 号  （第 73 号）

１
．
台
風
第
18
号
に
よ
る
災
害

台
風
第
18
号
は
、
発
達
し
な
が
ら
日
本
の
南
海
上

を
北
上
し
、
９
月
16
日
８
時
前
に
暴
風
域
を
伴
っ
て

愛
知
県
豊
橋
市
付
近
に
上
陸
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

台
風
は
関
東
地
方
か
ら
東
北
地
方
を
通
過
し
、
16
日

21
時
に
北
海
道
の
東
で
温
帯
低
気
圧
と
な
り
ま
し
た
。

台
風
の
接
近
・
通
過
に
伴
い
、
日
本
海
か
ら
北
日

本
に
の
び
る
前
線
の
影
響
や
、
台
風
周
辺
か
ら
流
れ

込
む
湿
っ
た
空
気
の
影
響
、
台
風
に
伴
う
雨
雲
の
影

響
で
、
四
国
か
ら
北
海
道
の
広
い
範
囲
で
大
雨
と
な

り
ま
し
た
。
特
に
、
そ
の
地
域
で
は
過
去
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
雨
と
な
っ
た
福
井
県
、
滋

賀
県
、
京
都
府
で
は
、
大
雨
特
別
警
報
が
運
用
開
始

後
初
め
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
北
海
道
、
宮
城
県
、
群
馬
県
、
栃
木
県
、

埼
玉
県
、
三
重
県
及
び
和
歌
山
県
に
お
い
て
は
竜
巻

等
の
突
風
が
発
生
し
ま
し
た
。

（
被
害
状
況
）

こ
の
台
風
に
よ
り
、
死
者
６
名
、
行
方
不
明
者
１

名
、
重
傷
者
18
名
、
軽
傷
者
１
２
５
名
の
人
的
被
害
、

全
壊
48
棟
、
半
壊
２
０
８
棟
、
一
部
破
損
１
３
９
４

棟
、
床
上
浸
水
３
０
１
１
棟
、
床
下
浸
水
７
０
７
８

棟
の
住
家
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
停
電
や

断
水
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
障
害
、
道
路
や
信
楽
高

原
鉄
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
、
農
地
・
農
業
用
施
設
、

文
化
財
等
の
被
害
等
が
生
じ
ま
し
た
。

（
政
府
の
対
応
）

９
月
16
日
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
関
係
省
庁
に

対
し
、
①
緊
張
感
を
持
っ
て
被
害
状
況
の
把
握
に
努

め
る
こ
と
。
②
災
者
の
救
命
・
救
助
を
第
一
に
応
急

対
策
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
。
ま
た
、
引
き
続
き
住

民
の
避
難
に
万
全
を
期
す
こ
と
。
③
関
係
省
庁
一
体

と
な
っ
て
、
政
府
の
総
力
を
挙
げ
て
対
応
に
あ
た
る

こ
と
。
④
国
民
に
対
す
る
的
確
な
情
報
の
提
供
に
努

め
る
こ
と
を
指
示
し
ま
し
た
。

政
府
で
は
、
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
を
開
催
し
、

今
後
の
気
象
状
況
の
見
込
み
、
被
害
状
況
及
び
各
省

庁
の
対
応
状
況
の
情
報
共
有
を
行
う
と
と
も
に
、
総

理
指
示
を
踏
ま
え
、
緊
張
感
を
持
っ
て
警
戒
・
監
視

を
行
う
こ
と
等
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
関
係

省
庁
災
害
対
策
会
議
を
計
４
回
開
催
し
、
政
府
調
査

団
の
調
査
結
果
の
共
有
や
被
害
状
況
及
び
対
応
・
支

援
状
況
な
ど
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

4

国内災害

台
風
第
18
号
、
台
風
第
26
号
に
よ
る 

災
害
の
状
況
に
つ
い
て

災害報告
Disaster Report

被害状況を調査する谷垣防災大臣事務代理（京都府福知山市）

住宅街の被害（京都府福知山市）

由良川の浸水状況［福知山市私市（きさいち）地区上空］
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（
政
府
調
査
団
の
派
遣
）

９
月
17
日
に
は
、
亀
岡
内
閣
府
大
臣
政
務
官
（
防

災
担
当
）
を
団
長
と
す
る
政
府
調
査
団
を
埼
玉
県
熊

谷
市
等
へ
派
遣
し
、
被
災
自
治
体
の
首
長
等
と
意
見

交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
被
災
現
場
の
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
９
月
17
日
～
18
日
に
は
、
谷
垣
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
事
務
代
理
）
及
び
西
村
内
閣
府
副

大
臣
を
団
長
と
し
て
京
都
府
、
滋
賀
県
及
び
福
井
県

へ
、
９
月
19
日
に
は
、
亀
岡
内
閣
府
大
臣
政
務
官
（
防

災
担
当
）
を
団
長
と
し
て
三
重
県
へ
、
９
月
19
日
～

20
日
に
は
、
木
村
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
を
団
長
と

し
て
岩
手
県
、
青
森
県
及
び
秋
田
県
へ
、
そ
れ
ぞ
れ

政
府
調
査
団
を
派
遣
し
ま
し
た
。

（
支
援
策
）

北
海
道
、
岩
手
県
、
新
潟
県
、
福
井
県
、
京
都
府

及
び
滋
賀
県
か
ら
の
災
害
派
遣
要
請
に
基
づ
き
、
延

べ
５
０
０
名
余
り
の
自
衛
隊
員
が
行
方
不
明
者
の
捜

索
や
給
水
支
援
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国

土
交
通
省
の
Ｔ
Ｅ
Ｃ

－

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
を
延
べ
１
０
０

０
名
余
り
派
遣
し
、
被
害
状
況
調
査
や
応
急
復
旧
へ

の
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

財
政
的
な
支
援
と
し
て
、
10
月
４
日
に
「
平
成
25

年
９
月
15
日
か
ら
同
月
17
日
ま
で
の
間
の
暴
風
雨
及

び
豪
雨
に
よ
る
災
害
」
を
激
甚
災
害
に
指
定
し
、
全

国
を
対
象
と
し
て
、
農
地
等
の
災
害
復
旧
事
業
等
に

係
る
補
助
の
特
別
措
置
、
農
林
水
産
業
共
同
利
用
施

設
災
害
復
旧
事
業
費
の
補
助
の
特
例
及
び
小
災
害
債

に
係
る
元
利
償
還
金
の
基
準
財
政
需
要
額
へ
の
算
入

等
を
適
用
し
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
救
助
法
が
、
９
月
16
日
に
埼
玉
県
熊

谷
市
、
京
都
府
福
知
山
市
及
び
舞
鶴
市
に
適
用
さ
れ

た
ほ
か
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
が
、
９
月
16
日

に
青
森
県
南
部
町
、
埼
玉
県
熊
谷
市
、
京
都
府
京
都
市
、

福
知
山
市
、
舞
鶴
市
、
福
井
県
小
浜
市
及
び
美
浜
町

に
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

（
以
上
、
10
月
11
日
現
在
）

２
．
台
風
第
26
号
に
よ
る
災
害

台
風
第
26
号
は
、
10
月
16
日
明
け
方
に
大
型
で
強

い
勢
力
で
伊
豆
諸
島
北
部
を
通
過
し
、
同
日
15
時
に

三
陸
沖
で
温
帯
低
気
圧
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
台
風
及
び
台
風
か
ら
変
わ
っ
た
温
帯
低
気
圧

に
よ
り
、
15
日
と
16
日
を
中
心
に
、
西
日
本
か
ら
北

日
本
の
広
い
範
囲
で
暴
風
、
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
東
京
都
大
島
町
で
は
、
台
風
が
も
た
ら
す
湿
っ

た
空
気
の
影
響
で
、
16
日
未
明
か
ら
１
時
間
１
０
０

ミ
リ
を
超
え
る
猛
烈
な
雨
が
数
時
間
降
り
続
き
、
24 

時
間
の
降
水
量
が
８
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
大
雨
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
城
県
女
川
町
江
ノ
島
で
33
・
６
ｍ
／
ｓ
、

千
葉
県
銚
子
市
銚
子
で
33
・
５
ｍ
／
ｓ 

の
最
大
風
速

を
観
測
す
る
な
ど
、
各
地
で
暴
風
を
観
測
し
ま
し
た
。

（
被
害
状
況
）

こ
の
台
風
に
よ
り
、死
者
39
名
、行
方
不
明
者
４
名
、

重
傷
者
16
名
、
軽
傷
者
91
名
の
人
的
被
害
、
全
壊
86
棟
、

半
壊
65
棟
、
一
部
破
損
７
５
３
棟
、
床
上
浸
水
１
５

２
４
棟
、
床
下
浸
水
４
０
６
７
棟
の
住
家
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
停
電
や
断
水
な
ど
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
障
害
、
道
路
や
Ｊ
Ｒ
線
な
ど
の
公
共
土
木
施

5

住宅街の被害（京都府福知山市）被災後の渡月橋（京都市右京区嵐山）
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設
、
農
地
・
農
業
用
施
設
、
文
教
施
設
の
被
害
等
が

生
じ
ま
し
た
。

特
に
、
東
京
都
大
島
町
に
お
い
て
は
大
規
模
な
土

砂
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
人
的
、
物
的
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

（
総
理
指
示
）

10
月
16
日
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
関
係
省
庁
に

対
し
、
①
緊
張
感
を
持
っ
て
被
害
状
況
の
把
握
に
努

め
る
こ
と
。
②
被
災
者
の
救
命
・
救
助
を
第
一
に
、

救
出
活
動
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
。
③
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
な
ど
、
関
係
省
庁
一
体
と
な
っ
て
応
急
対

策
に
当
た
る
こ
と
を
指
示
し
、
さ
ら
に
、
10
月
24
日

に
は
、
台
風
第
27
号
の
接
近
に
備
え
、
①
今
後
の
大

雨
等
に
対
し
、
引
き
続
き
緊
張
感
を
持
っ
て
、
警
戒

に
あ
た
る
こ
と
。
②
関
係
省
庁
と
地
方
公
共
団
体
が

緊
密
に
連
携
し
、
国
民
に
対
す
る
適
時
的
確
な
情
報

の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
避
難
・
誘
導
等
住
民

の
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と
。
③
被
害
の
拡
大

ま
た
は
新
た
な
発
生
に
備
え
、
災
害
応
急
対
策
が
万

全
に
行
え
る
よ
う
態
勢
を
整
え
る
こ
と
を
指
示
し
ま

し
た
。

（
内
閣
総
理
大
臣
の
現
地
調
査
及
び

政
府
調
査
団
の
派
遣
）

10
月
19
日
に
は
、
古
屋
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防

災
）
を
団
長
と
す
る
政
府
調
査
団
を
東
京
都
大
島
町

に
派
遣
し
、
被
災
自
治
体
の
首
長
等
と
意
見
交
換
を

行
う
と
と
も
に
、
被
災
現
場
の
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
台
風
第
27
号
の
接
近
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
住
民
の
避
難
や
二
次
災
害
防
止
対
策
を
は

じ
め
と
す
る
災
害
応
急
対
策
を
、
現
地
に
お
い
て
、

被
災
地
方
公
共
団
体
及
び
関
係
省
庁
が
一
体
と
な
っ

て
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施
す
る
た
め
、
古
屋
大
臣
の

指
示
に
よ
り
、
同
日
、
政
府
現
地
災
害
対
策
室
（
室
長
：

内
閣
府
大
臣
官
房
審
議
官
（
防
災
担
当
）、
８
府
省
庁
、

東
京
都
、
大
島
町
））
を
設
置
し
対
応
に
あ
た
り
ま
し

た
。さ

ら
に
、
10
月
27
日
に
は
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣

が
東
京
都
大
島
町
の
被
災
地
を
調
査
し
ま
し
た
。

（
国
民
へ
の
呼
び
か
け
）

10
月
24
日
に
は
、
台
風
第
27
号
の
接
近
及
び
梅
雨

前
線
の
影
響
に
伴
う
大
雨
や
強
風
の
お
そ
れ
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
古
屋
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）

か
ら
国
民
に
対
し
て
、
空
振
り
を
恐
れ
ず
、
積
極
的

な
避
難
行
動
を
と
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

（
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
の
開
催
）

政
府
で
は
、
10
月
16
日
に
、
関
係
省
庁
災
害
対
策

会
議
を
開
催
し
、
今
後
の
気
象
状
況
の
見
込
み
、
被

害
状
況
及
び
各
省
庁
の
対
応
状
況
の
情
報
共
有
を
行

う
と
と
も
に
、
総
理
指
示
を
踏
ま
え
、
緊
張
感
を
持
っ

て
警
戒
・
監
視
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
等
を
計
９
回
開
催

し
、
政
府
調
査
団
の
調
査
結
果
の
共
有
や
被
害
状
況

及
び
対
応
・
支
援
状
況
な
ど
に
つ
い
て
情
報
共
有
を

行
い
ま
し
た
。

（
住
民
の
避
難
）

大
き
な
被
害
を
受
け
た
東
京
都
大
島
町
で
は
、
避

難
勧
告
地
域
内
に
所
在
す
る
病
院
の
入
院
患
者
21
名

6

災害報告
Disaster Report

土砂災害の被害状況海保庁潜水士による捜索活動（海上保安庁提供） 活動報告を受ける安倍総理
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を
都
心
の
病
院
へ
自
衛
隊
機
に
よ
り
搬
送
し
た
ほ
か
、

台
風
第
27
号
の
接
近
に
伴
い
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

等
の
１
２
７
名
が
島
外
避
難
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
島
内
全
体
の
約
４
８
０
０
世
帯
、
約
８
４
０
０

人
に
対
し
て
避
難
勧
告
等
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

（
支
援
策
）

具
体
的
な
支
援
と
し
て
は
、
東
京
都
か
ら
の
災
害

派
遣
要
請
に
基
づ
き
、
延
べ
２
万
９
７
０
名
余
り
の

自
衛
隊
員
が
行
方
不
明
者
の
捜
索
や
患
者
空
輸
、
物

資
の
輸
送
支
援
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
警

視
庁
延
べ
６
４
７
０
名
、
緊
急
消
防
援
助
隊
等
延
べ

４
７
０
０
名
に
よ
る
救
出
、
救
助
活
動
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
国
土
交
通
省
の
Ｔ
Ｅ
Ｃ

－

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
を
延
べ
１
２
０
０
名
余
り
派
遣
し
、

土
砂
災
害
危
険
箇
所
緊
急
点
検
や
被
害
状
況
調
査
等

を
実
施
し
ま
し
た
。

財
政
的
な
支
援
と
し
て
は
、
11
月
８
日
に
「
平
成

25
年
10
月
15
日
及
び
同
月
16
日
の
暴
風
雨
に
よ
る
東

京
都
大
島
町
の
区
域
に
係
る
災
害
」
を
激
甚
災
害
に

指
定
し
、
大
島
町
の
区
域
を
対
象
と
し
て
、
農
地
等

の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係
る
補
助
の
特
別
措
置
、
中

小
企
業
信
用
保
険
法
に
よ
る
災
害
関
係
保
証
の
特
例
、

小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資
金
助
成
法
に
よ
る
貸

付
金
の
償
還
期
間
等
の
特
例
、
小
災
害
債
に
係
る
元

利
償
還
金
の
基
準
財
政
需
要
額
へ
の
算
入
等
の
措
置

を
適
用
し
、
更
に
、
11
月
15
日
に
は
政
令
の
一
部
を

改
正
し
、
大
島
町
の
区
域
を
対
象
と
し
て
、
公
共
土

木
施
設
災
害
復
旧
事
業
等
に
関
す
る
特
別
の
財
政
援

助
、
小
災
害
債
に
係
る
元
利
償
還
金
の
基
準
財
政
需

要
額
へ
の
算
入
等
の
措
置
を
追
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
救
助
法
が
、
10
月
16
日
に
東
京
都
大

島
町
、
千
葉
県
茂
原
市
に
適
用
さ
れ
た
ほ
か
、
被
災

者
生
活
再
建
支
援
法
が
、
10
月
16
日
に
東
京
都
大
島

町
、
千
葉
県
茂
原
市
、
茨
城
県
行
方
市
に
適
用
さ
れ

ま
し
た
。

（
以
上
、
11
月
15
日
現
在
）

7

海保庁潜水士による捜索活動（海上保安庁提供）自衛隊機による患者搬送（防衛省提供）

土石流危険渓流の緊急調査（国土交通省提供）

輸送艦おおすみによる人員・物資輸送（防衛省提供）
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平
成
25
年
10
月
、
内
閣
府
は

「
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
共
助
に
よ
る
支
援
活
動

に
関
す
る
調
査
報
告
書 

〜
支
援
側

及
び
受
援
側
の
意
識
の
変
化
に
つ
い

て
〜
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

報
告
書
は
、
東
日
本
大
震
災
で
支

援
活
動
を
行
っ
た
「
支
援
側
」
と
、

支
援
を
受
け
た
「
受
援
側
」
に
対
し

て
実
施
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

の
結
果
を
分
析
し
、
共
助
に
よ
る
支

援
活
動
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
た
め

の
課
題
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
調
査

人
数
は
支
援
側
及
び
受
援
側
と
も
に

３
０
０
０
人
で
、
調
査
地
域
は
支
援

側
が
全
国
、
受
援
側
が
青
森
、
岩
手
、

宮
城
、
福
島
及
び
茨
城
と
な
っ
て
い

ま
す
。

支
援
側
に
対
す
る

調
査

支
援
活
動
の
実
施
と
種
類

全
国
の
調
査
対
象
者
の
約
６
割

が
、
東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
て
支

援
活
動
を
行
っ
た
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
そ
の
支
援
活
動
の
種
類
と
し
て
、

最
も
多
か
っ
た
の
が
「
義
援
金
の
提

供
」、
次
い
で
「
被
災
地
産
品
購
入
」

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表
１
、
図
表

２
）。

8

特集

東日本大震災では数多くのボランティアが支援活動に参加し、被災地の復旧・復興に大きく貢献
しています。今回の大震災は、災害時に市民が互いに助け合う「共助」の大切さを、あらためて認
識する機会となりました。
内閣府が実施した調査をもとに、災害の被害を軽減する共助の取組を今後さらに広げるために、
何が必要かを考えます。

東日本大震災の被災地で
家の片付けを手伝うボランティア

　（ロイター／アフロ）

実施していない

40.5％実施した

59.5％

0 10 20 30 40 50 60 70

義援金の提供

被災地産品購入

被災地外での募金活動

物資の援助

物資の仕分け・運搬又はその補助

がれき撤去、側溝清掃又はその補助

炊き出し

被災地産品販売又はその補助

被災地に関する情報収集と発信
（HP、ブログ、広報紙作成等）

（％）

67.8

42.4

21.9

18.6

18.0

14.6

6.8

6.3

4.9

図表 1　東日本大震災に関連した
支援活動の実施の有無

図表２　東日本大震災に関連して行った支援活動の種類

東日本大震災の被災地のための
募金活動するボランティア

（相澤正　撮影）

共助による支援活動
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支
援
活
動
を
開
始
し
た
時
期

東
日
本
大
震
災
の
発
災
後
に
支
援
活

動
を
行
っ
た
人
の
中
で
、
発
災
後
か
ら

１
ヵ
月
以
内
に
活
動
を
始
め
た
人
は
、

約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
表
３
）。

支
援
活
動
の
契
機
と
な
っ
た

情
報
源

支
援
活
動
を
行
う
契
機
と
な
っ
た
情

報
源
は
、「
テ
レ
ビ
」（
38
・
４
％
）
が

最
も
多
く
、
次
い
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
サ
イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
」（
17
・
１
％
）、

「
所
属
す
る
企
業
・
団
体
・
学
校
等
」

（
16
・
７
％
）、「
家
族
・
友
人
等
」（
14
・

０
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
援
活
動
の
満
足
度

支
援
活
動
を
行
っ
た
人
の
う
ち
、
活

動
に
「
満
足
」
又
は
「
や
や
満
足
」
と

回
答
し
た
人
は
、
78
・
７
％
（「
満
足
」

17
・
１
％
、「
や
や
満
足
」
61
・
６
％
）

と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
支
援

活
動
に
「
不
満
」
又
は
「
や
や
不
満
」

と
回
答
と
し
た
人
は
21
・
３
％
（「
不
満
」

２
・
４
％
、「
や
や
不
満
」
18
・
９
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

活
動
に
「
満
足
」
又
は
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し
た
理
由
と
し
て
は
、「
自

分
の
考
え
通
り
に
行
動
で
き
た
」（
36
・

４
％
）、「
被
災
者
と
接
点
が
持
て
た
」

（
30
・
７
％
）、「
感
謝
さ
れ
た
」（
10
・

９
％
）
等
、
支
援
活
動
の
成
果
を
重
視

す
る
回
答
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図

表
4
）。

一
方
、
活
動
に
「
不
満
」
又
は
「
や

や
不
満
」
と
回
答
と
し
た
人
の
理
由
と

し
て
は
、（
自
分
が
考
え
る
よ
う
な
）「
十

分
な
行
動
が
と
れ
な
か
っ
た
」（
61
・

５
％
）、「（
行
動
し
た
）「
成
果
が
分
か

ら
な
い
」（
32
・
７
％
）、「
被
災
者
と
の

接
点
が
な
い
・
不
十
分
」（
26
・
５
％
）

等
成
果
が
出
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
と

す
る
回
答
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

支
援
活
動
の
活
性
化
に

必
要
な
こ
と

今
後
、
災
害
発
生
時
の
支
援
活
動

等
防
災
に
お
け
る
共
助
の
取
組
を

活
性
化
す
る
た
め
に
必
要
だ
と
考

え
る
こ
と
と
し
て
は
、「
支
援
側
と

受
援
側
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組
み
」

（
49
・
８
％
）、「
地
域
社
会
で
の
受

入
れ
の
促
進
」（
32
・
８
％
）、「
資

材
や
場
所
の
提
供
」（
27
・
２
％
）、

「
寄
付
や
助
成
金
等
経
済
的
支
援
」

（
26
・
３
％
）、「
地
域
・
地
区
の
防

災
計
画
へ
の
盛
り
込
み
等
行
政
等
の

受
け
入
れ
体
制
強
化
」（
25
・
７
％
）、

「
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
等
」（
21
・
６
％
）、

「
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
組
織
作
り
」

（
15
・
４
％
）
等
が
あ
が
っ
て
い
ま

す
（
図
表
５
）。

受
援
側
に
対
す
る
調
査

受
援
経
験
の
有
無
と
受
援
の
内
容

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
調
査
対

象
者
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
支

援
活
動
を
受
け
た
か
否
か
に
つ
い
て
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
受
け
た
」
と
回
答
し
た

人
が
33
・
４
％
、「
受
け
て
い
な
い
」
と

9

発災当日、2.3％

4日～1週間後
15.0％

1年～2年後、5.1％

2年後以降、0.4％ 2～3日後
10.6％

記憶なし
14.0％

3月中
25.1％

4月以降
28.0％

0 10 20 30 40

自分の考え通りに行動できた

被災者と接点が持てた

お金がかからない

時間が想定内で収まった

感謝された

成果があがった

人間関係が構築できた

その他

（％）

36.4

30.7

18.2

14.2

10.9

9.1

7.6

6.7

0 10 20 30 40 50 60

支援側と受援側のマッチングの仕組み

地域社会での受入れの促進

資材や場所の提供

寄付や助成金等経済的支援

地域・地区の防災計画への盛り込み等行政等の受け入れ体制強化

講座・イベント等

リーダーの育成・組織作り

社会的な評価の付与

CM等広報の強化 

謝礼や特典の付与

その他
（％）

49.8

32.8

27.2

26.3

25.7

21.6

15.4

9.0

8.6

7.3

2.3

図表 3　支援活動を開始した時期

図表 4　支援活動に満足・やや満足の理由

図表 5　支援活動等共助の取組の活性化のために必要なこと
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回
答
し
た
人
が
66
・
６
％
と
な
っ
て

い
ま
す
（
図
表
６
）。

「
受
け
た
」
と
回
答
し
た
人
が
、

支
援
側
か
ら
受
け
た
支
援
の
内
容

と
し
て
は
、「
物
資
の
援
助
」（
50
・

８
％
）、「
物
資
の
仕
分
け
・
運
搬
又

は
そ
の
補
助
」（
39
・
８
％
）、「
炊

き
出
し
」（
28
・
４
％
）、「
資
金
支
援
」

（
23
・
６
％
）、「
被
災
地
に
関
す
る

情
報
収
集
と
発
信
（
H
P
、
ブ
ロ
グ
、

広
報
紙
作
成
等
）」（
16
・
８
％
）
等

と
答
え
て
い
ま
す
（
図
表
７
）。

支
援
活
動
に
対
す
る
満
足
度

と
そ
の
理
由

受
援
側
の
う
ち
、支
援
活
動
に
「
満

足
」
又
は
「
や
や
満
足
」
と
回
答
し

た
人
は
83
・
９
％（「
満
足
」62
・
９
％
、

「
や
や
満
足
」21
・
０
％
）と
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

支
援
活
動
に
満
足
し
た
理
由
と

し
て
、「
時
期
が
良
か
っ
た
」（
44
・

９
％
）、「
誠
意
が
伝
わ
っ
た
」（
41
・

４
％
）
等
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
（
図

表
８
）。

支
援
継
続
を
希
望
す
る
期
間

受
援
者
が
支
援
の
継
続
を
希
望
す

る
期
間
に
つ
い
て
は
、
発
生
当
日
〜

１
か
月
以
内
を
希
望
す
る
人
の
合
計

が
約
半
数
に
の
ぼ
り
、
発
災
後
の
速

や
か
な
支
援
が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
（
図
表
９
）。

�

支
援
活
動
の
活
性
化
に
必
要
な

こ
と今

後
、
災
害
発
生
時
の
支
援
活
動
等

防
災
に
お
け
る
共
助
の
取
組
を
活
性
化

す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
は
「
支

援
側
と
受
援
側
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組

10

図表８　支援活動に満足した理由

0 10 20 30 40 50

時期が良かった

誠意が伝わった

量が適当又は期待以上であった

場所が良かった

対応者の性格が良かった

対応の方法が要望通り又は期待以上であった

対応者の能力が高かった

その他

（％）

44.9

41.4

31.2

19.7

18.2

13.4

9.5

3.0

受けた　33.4％

受けていない

66.6％

0 10 20 30 40 50 60

物資の援助
物資の仕分け・運搬又はその補助

炊き出し
資金支援

被災地に関する情報収集と発信（HP、ブログ、広報紙作成等）
宿泊等場所の提供

がれき撤去、側溝清掃又はその補助
医療・衛生に関する活動

芸能活動
被災地産品購入

子どもの世話・学習支援等
観光

寄り添い活動（足湯、マッサージ等）
救助・捜索

（％）

50.8
39.8

28.4
23.6

16.8
13.6
13.1
8.9
7.7
5.1

3.6
3.1

3.8

2.7

発災当日、2.9％

発災1週間以内
16.5％

発災半年以内、9.1％

発災1年以内、4.4％

発災2年以内、1.8％

被災者が復興を感じるまで
7.7％

発災3日以内、9.5％
その他・
わからない
12.6％

発災1か月以内
19.5％

被災者が
復旧を
感じるまで
16.0％

図表７　受援の内容

図表９　支援継続を希望する期間

図表６　受援経験の有無

0 10 20 30 40 50 60

支援側と受援側のマッチングの仕組み

地域社会での受入れの促進

資材や場所の提供

地域・地区の防災計画への盛り込み等行政等の受け入れ体制強化

寄付や助成金等経済的支援

リーダーの育成・組織作り

講座・イベント等

社会的な評価の付与

謝礼や特典の付与

CM等広報の強化

その他
（％）

58.3

38.7

31.6

30.9

23.2

19.0

18.0

6.6

6.6

5.9

1.3

図表 10　支援活動等共助の取組の活性化のために必要なこと



ぼ う さ い      冬 号  （第 73 号）

み
」（
58
・
３
％
）、「
地
域
社
会
で
の
受

入
れ
の
促
進
」（
38
・
７
％
）、「
資
材
や

場
所
の
提
供
」（
31
・
６
％
）、「
地
域
・

地
区
の
防
災
計
画
へ
の
盛
り
込
み
等
行

政
等
の
受
け
入
れ
体
制
強
化
」（
30
・

９
％
）、「
寄
付
や
助
成
金
等
経
済
的
支

援
」（
23
・
２
％
）、「
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・

組
織
作
り
」（
19
・
０
％
）「
講
座
・
イ

ベ
ン
ト
等
」（
18
・
０
％
）
等
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
（
図
表
10
）。

ま
と
め

東
日
本
大
震
災
の
発
生
直
後
か
ら
、

共
助
に
よ
る
支
援
活
動
が
大
規
模
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
東
日
本
大
震
災

で
の
支
援
側
と
受
援
側
に
対
し
て
行
わ

れ
た
調
査
の
結
果
は
、
今
後
、
災
害
が

発
生
し
た
時
に
、
共
助
に
よ
る
支
援
活

動
を
広
げ
る
た
め
の
参
考
に
も
な
り
ま

す
。
そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

現
地
で
の
活
動
の
ほ
か
、
中
間
・

後
方
支
援
活
動
を
行
っ
た
人
も

多
い支

援
活
動
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
現

地
で
の
活
動
の
ほ
か
、
義
援
金
の
供
出
、

被
災
者
産
品
購
入
、
募
金
活
動
、
物
資

の
援
助
等
被
災
地
以
外
で
の
中
間
・
後

方
支
援
活
動
に
取
り
組
む
人
も
多
く
、

受
援
側
に
と
っ
て
も
、
現
地
で
の
支
援

活
動
及
び
中
間
・
後
方
支
援
活
動
の
双

方
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は

双
方
に
対
す
る
環
境
整
備
を
積
極
的
に

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

発
災
か
ら
１
か
月
以
内
の
支
援

活
動
が
重
要

支
援
活
動
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
支

援
側
の
半
数
が
１
か
月
以
内
に
活
動
を

開
始
し
て
い
る
ほ
か
、
受
援
側
の
半
数

が
発
災
か
ら
１
か
月
以
内
の
支
援
継
続

を
希
望
し
て
お
り
、
発
災
後
で
き
る
だ

け
早
く
支
援
活
動
に
取
り
組
め
る
環
境

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
に
よ
る
情
報
発
信
が

大
き
な
役
割

支
援
側
に
お
い
て
支
援
活
動
を
行
う

契
機
と
な
っ
た
情
報
源
と
し
て
は
、
テ

レ
ビ
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ

イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
受
援
側
に
お
い
て
も
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
を
含
む
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等

を
利
用
し
た
情
報
収
集
と
発
信
に
よ
る

支
援
が
印
象
に
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
に
よ
る
情
報

発
信
は
、
支
援
側
・
受
援
側
の
双
方
に

と
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

災
害
時
に
関
係
情
報
を
容
易
に
発
信
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
、
今
後
さ
ら
に
整

備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組
み
」
が

重
要災

害
時
の
共
助
に
よ
る
支
援
活
動
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
と

し
て
は
、
支
援
側
及
び
受
援
側
と
も
に
、

「
支
援
側
と
受
援
側
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕

組
み
」
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
が

多
く
、
支
援
側
の
思
い
と
被
災
地
の
ニ
ー

ズ
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
に
よ
っ
て
効
率
的
に
つ

な
ぐ
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

な
お
、「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
共

助
に
よ
る
支
援
活
動
に
関
す
る
調
査
報

告
書 

〜
支
援
側
及
び
受
援
側
の
意
識
の

変
化
に
つ
い
て
」
は
左
記
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.bousai-vol.go.jp/

kyojo/201310report.pdf

（
内
閣
府
防
災
担
当　

三
浦
光
一
郎
・

西
澤
雅
道
・
筒
井
智
士
）

11

東京で開催されたイベントで、被災地の産品を購入する人たち
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防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
は
、

『「
防
災
の
日
」
及
び
「
防
災
週
間
」
に

つ
い
て
』（
昭
和
57
年
５
月
11
日
閣
議

了
解
）
に
基
づ
き
、
災
害
時
に
お
け
る
人
命
救
助

や
被
害
の
拡
大
防
止
等
の
防
災
活
動
の
実
施
、
平

時
に
お
け
る
防
災
思
想
の
普
及
又
は
防
災
体
制
の

整
備
の
面
で
貢
献
し
、
特
に
そ
の
功
績
が
顕
著
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
団
体
又
は
個
人
を
対
象
と
し

て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

防
災
功
労
者
防
災
担
当
大
臣
表
彰
は
、
防
災
に

関
し
、
災
害
時
の
防
災
活
動
の
実
施
、
防
災
思
想

の
普
及
又
は
防
災
体
制
の
整
備
の
面
で
貢
献
し
、

特
に
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
団

体
又
は
個
人
を
対
象
と
し

て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

防
災
功
労
者
内
閣
総
理

大
臣
表
彰
は
、
防
災
体
制

の
整
備
に
関
す
る
研
究
で

業
績
を
挙
げ
た
２
個
人
、

平
成
24
年
に
発
生
し
た
九

州
北
部
豪
雨
災
害
な
ど
の

自
然
災
害
に
際
し
、
人
命

の
安
全
確
保
や
被
害
の
軽

減
に
多
大
な
貢
献
等
を
し

た
47
団
体
が
受
賞
し
、
９

月
２
日
（
月
）
に
総
理
大

臣
官
邸
に
お
い
て
表
彰
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
防
災
功
労
者
防
災
担

当
大
臣
表
彰
は
７
個
人
10

団
体
が
受
賞
し
、
９
月
３

日
（
火
）
に
中
央
合
同
庁

舎
第
５
号
館
に
お
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。平

成
25
年
防
災
功
労
者

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
受
賞
者

○
個
人

〔
防
災
体
制
の
整
備
〕

京
都
大
学
教
授

　

林　

春
男
（
京
都
府
）

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

坂
本　

功
（
千
葉
県
）

○
団
体

〔
災
害
現
場
で
の
顕
著
な
防
災
活
動
〕

（�

平
成
22
年
７
月
集
中
豪
雨
に
お
け
る
消
防
団

の
災
害
出
動
）

　

可
児
市
消
防
団
（
岐
阜
県
）

　

八
百
津
町
消
防
団
（
岐
阜
県
）

（�

平
成
22
年
10
月
集
中
豪
雨
に
お
け
る
消
防
団

の
災
害
出
動
）

　

奄
美
市
消
防
団
（
鹿
児
島
県
）

（�

平
成
22
年
12
月
31
日
か
ら
の
大
雪
に
お
け
る

消
防
団
の
災
害
出
動
）

　

松
江
市
消
防
団
（
島
根
県
）

（�

平
成
23
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
に
お
け
る

消
防
団
等
の
災
害
出
動
等
）

　

南
魚
沼
市
消
防
団
（
新
潟
県
）

　

五
ケ
会
（
新
潟
県
）

（�

平
成
23
年
８
月
林
野
火
災
に
お
け
る
消
防
団

の
災
害
出
動
）

　

玉
野
市
消
防
団
（
岡
山
県
）

（�

平
成
23
年
台
風
第
12
号
に
お
け
る
消
防
団
の

災
害
出
動
）

　

御
浜
町
消
防
団
（
三
重
県
）

　

紀
宝
町
消
防
団
（
三
重
県
）

　

田
辺
市
消
防
団
（
和
歌
山
県
）

　

新
宮
市
消
防
団
（
和
歌
山
県
）

　

日
高
川
町
消
防
団
（
和
歌
山
県
）

　

古
座
川
町
消
防
団
（
和
歌
山
県
）

　

那
智
勝
浦
町
消
防
団
（
和
歌
山
県
）

（�

平
成
23
年
台
風
第
15
号
に
お
け
る
消
防
団
の

災
害
出
動
）

　

葛
巻
町
消
防
団
（
岩
手
県
）

12

防災の動き
Disaster Management News

平成25年防災功労者を表彰
内閣府では平成 25 年度防災週間行事の一環として、
防災功労者（団体、個人）を表彰（内閣総理大臣表彰及び防災担当大臣表彰）しました。

防災功労者内閣総理大臣表彰受賞者

防災功労者防災担当大臣表彰受賞者
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多
治
見
市
消
防
団
（
岐
阜
県
）

　

白
川
町
消
防
団
（
岐
阜
県
）

（�

平
成
23
年
台
風
第
15
号
、
平
成
24
年
４
月
林

野
火
災
に
お
け
る
消
防
団
の
災
害
出
動
）

　

二
戸
市
消
防
団
（
岩
手
県
）

（�

平
成
24
年
４
月
肘
折
地
区
地
す
べ
り
災
害
に

お
け
る
人
命
の
安
全
確
保
等
）

　

肘
折
地
区
自
治
会
（
山
形
県
）

（�
平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
に
お
け
る
災

害
警
備
活
動
）

　

熊
本
県
警
察
災
害
警
備
本
部
（
熊
本
県
）

（�

平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
等
に
お
け
る

消
防
団
の
災
害
出
動
）

　

八
女
市
消
防
団
（
福
岡
県
）

　

八
女
市
立
花
消
防
団
（
福
岡
県
）

　

み
や
ま
市
消
防
団
（
福
岡
県
）

　

高
森
町
消
防
団
（
熊
本
県
）

　

南
阿
蘇
村
消
防
団
（
熊
本
県
）

　

朝
倉
市
消
防
団
（
福
岡
県
）

　

う
き
は
市
消
防
団
（
福
岡
県
）

　

柳
川
市
消
防
団
（
福
岡
県
）

　

久
留
米
市
消
防
団
（
福
岡
県
）

　

筑
後
市
消
防
団
（
福
岡
県
）

　

多
久
市
消
防
団
（
佐
賀
県
）

　

中
津
市
消
防
団
（
大
分
県
）

　

竹
田
市
消
防
団
（
大
分
県
）

　

日
田
市
消
防
団
（
大
分
県
）

　

阿
蘇
市
消
防
団
（
熊
本
県
）

　

熊
本
市
消
防
団
（
熊
本
県
）

（�

平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
に
お
け
る
災

害
派
遣
活
動
）

　

�

陸
上
自
衛
隊　

第
４
師
団
災
害
派
遣
部
隊
・

同
配
属
部
隊
・
同
協
同
部
隊
（
福
岡
県
）

　

陸
上
自
衛
隊　

第
８
師
団
災
害
派
遣
部
隊

（
熊
本
県
）　

（�

平
成
24
年
８
月
大
津
市
南
部
豪
雨
災
害
に
お

け
る
消
防
団
の
災
害
出
動
）

　

大
津
市
消
防
団
（
滋
賀
県
）

（�

平
成
24
年
８
月
京
都
府
南
部
地
域
豪
雨
災
害

に
お
け
る
消
防
団
の
災
害
出
動
）

　

宇
治
市
消
防
団
（
京
都
府
）

（�

平
成
24
年
11
月
林
野
火
災
に
お
け
る
消
防
団

の
災
害
出
動
）

　

三
宅
村
消
防
団
（
東
京
都
）

〔
防
災
体
制
の
整
備
〕

　

�

西
尾
久
四
丁
目
町
会
区
民
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

（
東
京
都
）　

　

岩
滑
区
自
主
防
災
会
（
愛
知
県
）

〔
防
災
思
想
の
普
及
〕

　

�

岩
手
県
立
宮
古
工
業
高
等
学
校
機
械
科
課
題

研
究
津
波
模
型
班
（
岩
手
県
）

　

南
三
陸
町
立
歌
津
中
学
校
（
宮
城
県
）

　

子
育
て
応
援
!!
０
．
１
．
２
．
３
サ
ー
ク
ル

（
三
重
県
）　

　

日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
鳥
取
県
）　

以
上　

２
個
人
、
47
団
体

平
成
25
年
防
災
功
労
者

防
災
担
当
大
臣
表
彰
受
賞
者
名
簿

○
個
人

〔
防
災
体
制
の
整
備
〕

　

今
村　

文
彦
（
宮
城
県
）

　

中
島　

正
愛
（
滋
賀
県
）

　

村
上　

仁
士
（
徳
島
県
）

〔
防
災
思
想
の
普
及
〕

　

中
山
あ
い
子
（
静
岡
県
）

　

大
田　

武
士
（
三
重
県
）

　

萩
野　

茂
樹
（
三
重
県
）

　

井
上　

重
人
（
広
島
県
）

○
団
体

〔
防
災
体
制
の
整
備
〕

　

三
郷
市
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

（
埼
玉
県
）　

　

相
賀
自
主
防
災
会
（
三
重
県
）

　

光
ヶ
丘
そ
ば
こ
会
（
三
重
県
）

　

�

一
般
社
団
法
人
能
登
川
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
（
滋
賀
県
）

　

桃
山
学
区
自
主
防
災
会
（
京
都
府
）

　

鳥
取
市
若
葉
台
南
六
丁
目
自
主
防
災
会

（
鳥
取
県
）　

〔
防
災
思
想
の
普
及
〕

　

裾
野
市
地
域
地
震
防
災
指
導
員
会（
静
岡
県
）

　

折
戸
区
自
主
防
災
会
（
愛
知
県
）

　

松
山
市
自
主
防
災
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

（
愛
媛
県
）　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
さ
く
ら
ネ
ッ
ト

（
兵
庫
県
）　

以
上　

７
個
人
、
10
団
体

13
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10
月
30
日
（
木
）、
日
中
韓
防
災
担
当

閣
僚
級
会
合
が
韓
国
・
ソ
ウ
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

会
合
は
、
２
０
０
８
年
５
月
に
発
生
し
、
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
中
国
・
四
川
大
地
震
を
踏
ま

え
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
の
３
カ
国
間
で
の
防
災

協
力
を
推
進
す
る
た
め
、
同
年
12
月
の
日
中
韓
首

脳
会
議
に
お
い
て
、
各
国
持
ち
回
り
で
開
催
す
る

こ
と
と
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
回
は
、
２
０
０
９

年
に
神
戸
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
、
２
０
１
１
年

に
中
国
・
北
京
で
開
催
さ
れ
た
第
２
回
に
続
く
第

３
回
会
合
で
あ
り
、
日
本
か
ら
は
西
村
康
稔
内
閣

府
副
大
臣
、
韓
国
か
ら

は
南
相
浩
（
ナ
ム
・
サ

ン
ホ
）
消
防
防
災
庁
長
、

中
国
か
ら
は
顧
朝
曦

（
コ
・
チ
ョ
ウ
ギ
）
民
政

部
副
部
長
が
代
表
と
し

て
出
席
し
ま
し
た
。

会
合
は
、
韓
国
代
表

の
南
副
部
長
に
よ
る
開

会
挨
拶
で
幕
を
開
け
、

各
国
の
災
害
情
報
と
防

災
対
策
の
共
有
、
日
中

韓
防
災
協
力
の
推
進
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

各
国
の
災
害
情
報
と

防
災
対
策
の
共
有

最
近
の
災
害
情
報
に

つ
い
て
、
日
本
か
ら
は
、

今
年
の
梅
雨
期
に
お
け

る
大
雨
と
、
そ
の
後
に

相
次
い
だ
台
風
及
び
豪

雨
、
そ
し
て
竜
巻
等
突

風
災
害
に
つ
い
て
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
韓
国
か
ら
は
、
台
風
被
害
と
猛

暑
の
報
告
が
あ
り
、
中
国
か
ら
は
、
南
部
に
お
け

る
日
照
り
・
北
部
に
お
け
る
洪
水
と
い
っ
た
両
極

端
な
気
象
災
害
の
増
加
や
、
本
年
４
月
に
四
川
省

で
発
生
し
た
廬
山
地
震
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
各
国
が
推
進
す
る
防
災
対
策
に
つ
い

て
、
日
本
か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災
後
の
経
験
と

教
訓
を
踏
ま
え
て
、
２
０
１
２
年
と
２
０
１
３
年

の
２
回
に
わ
た
り
災
害
対
策
基
本
法
の
見
直
し
を

行
い
、
併
せ
て
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す

る
法
律
を
制
定
し
た
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
韓

国
か
ら
は
、
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
て
防
災

関
係
機
関
が
訓
練
等
を
実
施
な
が
ら
連
携
強
化
を

推
進
し
て
い
る
事
例
や
、
地
す
べ
り
や
火
山
に
対

す
る
監
視
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
中

国
か
ら
は
、
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
に
つ

い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

日
中
韓
防
災
協
力
に
つ
い
て
の

意
見
交
換

続
く
意
見
交
換
は
、「
防
災
に
お
け
る
技
術
と

情
報
の
共
有
」
と
「
教
育
と
訓
練
」
と
い
う
２
つ

の
テ
ー
マ
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
か
ら
は
、
防
災
に
関
す
る
情
報
発
信
や
研

修
の
実
施
に
つ
い
て
、
す
で
に
15
年
間
の
実
績
を

有
す
る
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー（
兵
庫
県
神
戸
市
）

の
さ
ら
な
る
活
用
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
２
０

１
５
年
３
月
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
３
回

国
連
防
災
世
界
会
議
」
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。
韓
国
か
ら
は
、
本
年
３
月
に
韓

14

防災の動き
Disaster Management News

日中韓防災担当
閣僚級会合の開催

日中韓防災担当閣僚級会合で握手をする西村康稔内閣府副大臣（左）、韓国の南相浩消防防災庁長（中央）、中国
の顧朝曦民政部副部長
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国
・
ソ
ウ
ル
に
て
初
め
て
実
施
し
た
「
日
中
韓
三

国
机
上
演
習
」
が
、
極
め
て
有
意
義
な
取
り
組
み

で
あ
っ
た
と
の
発
言
等
が
あ
り
、
中
国
か
ら
は
、

日
韓
に
対
し
て
、
北
京
に
開
設
さ
れ
て
い
る
国
家

減
災
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
あ
り
た
い
と
の
要
請
等
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
意
見
交
換
の
結
果
、「
防
災
に
お

け
る
技
術
と
情
報
の
共
有
」
に
つ
い
て
は
、
各
国

が
直
面
す
る
ハ
ザ
ー
ド
・
災
害
が
発
生
し
た
際
の

被
害
状
況
・
災
害
復
旧
に
関
す
る
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
、
防
災
に
関
す
る
技
術
・
経
験
・
教
訓
等

の
共
有
に
つ
い
て
今
後
実
現
の
可
能
性
を
検
討
す

る
こ
と
、
防
災
に
関
す
る
情
報
通
信
技
術
の
好
事

例
を
共
有
す
る
こ
と
、
そ
し
て
３
カ
国
で
開
催
さ

れ
る
国
際
防
災
会
議
へ
の
相
互
出
席
を
推
進
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
教
育
と
訓
練
」
に
つ
い
て
は
、
日
中

韓
三
国
机
上
演
習
を
今
後
も
定
期
的
に
開
催
す
る

こ
と
、
被
災
地
等
を
相
互
に
訪
問
し
理
解
を
深
め

合
う
こ
と
、
防
災
担
当
行
政
職
員
・

研
究
者
・
学
者
間
の
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
、
共
同

セ
ミ
ナ
ー
や
訓
練
の
共
同
開
催
を

通
じ
て
３
カ
国
の
有
す
る
防
災
技

術
と
経
験
を
途
上
国
に
も
提
供
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

会
合
の
最
後
に
は
、
こ
れ
ら
の

内
容
を
盛
り
込
ん
だ
、
３
国
の
代

表
に
よ
る
共
同
声
明
書
へ
の
調
印

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
こ
の
共
同
声
明
書
は
、
内
閣

府
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。

（http://w
w
w
.bousai.go.jp/

kohou/oshirase/pdf/131030-
1kisya.pdf

）

地
理
的
・
自
然
的
条
件
が
類
似

し
て
い
る
３
カ
国
が
手
を
取
り
合

い
、
防
災
分
野
で
協
力
し
合
う
こ

と
は
、
３
カ
国
の
み
な
ら
ず
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
防
災
力
強
化

へ
も
つ
な
が
り
ま
す
。
本
会
合
で

の
合
意
事
項
に
つ
い
て
、
日
本
は

今
後
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

な
お
、
第
４
回
会
合
は
、
２
０

１
５
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

アジア防災センターとは
1998 年 7 月、兵庫県神戸市に設立さ

れ、現在は 30 カ国のメンバー国と５

カ国のアドバイザー国が加盟してい

ます。アジア地域における災害の削

減を目的として、各国・関係機関の

防災専門家の交流、防災情報の収集・

提供、多国間防災協力に

関する調査研究等の活

動を行っています。

15

日中韓防災担当閣僚級会合の参加者
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本
年
６
月
に
成
立
、
公
布
さ
れ
た
「
災
害
対

策
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平

成
25
年
法
律
第
25
号
）」
に
基
づ
き
、
本
年
10
月

１
日
に
災
害
救
助
法
が
厚
生
労
働
省
か
ら
内
閣
府

に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
災
害
発
生
直
後
の

救
助
か
ら
そ
の
後
の
生
活
再
建
の
支
援
に
至
る
ま

で
の
被
災
者
支
援
を
、関
係
省
庁
と
の
連
携
の
下
、

内
閣
府
が
所
管
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
の
集
中
豪
雨
や
台
風
、
竜
巻
等
の

災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
被
災
者
に
対
す
る
支
援

制
度
等
へ
の
国
民
の
関

心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
①
被
災
者
支
援

に
関
す
る
基
本
的
な
理

念
・
方
針
、
②
被
災
者

支
援
に
お
け
る
「
自
助
・

共
助
・
公
助
」
の
関
係
、

国
・
地
方
の
役
割
分
担
、

③
迅
速
か
つ
的
確
な
被

災
者
支
援
方
策
、
④
災

害
時
に
お
け
る
公
平
で

効
果
的
な
住
ま
い
の
確

保
策
、
⑤
被
災
者
が
必

要
と
す
る
情
報
に
迅
速

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
な
ど
を
主

な
検
討
課
題
と
し
て
、

被
災
者
支
援
に
つ
い
て

幅
広
く
検
討
す
る
た
め
、

有
識
者
や
地
方
公
共
団

体
関
係
者
等
か
ら
成
る

「
被
災
者
に
対
す
る
国
の

支
援
の
在
り
方
に
関
す

る
検
討
会
」
を
平
成
25

年
10
月
か
ら
来
年
夏
頃

ま
で
に
か
け
て
開
催
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
23
日
に
開
催
し
た
第
１
回
検
討
会
に
は
西

村
防
災
担
当
副
大
臣
が
出
席
し
、
近
年
の
災
害
の

状
況
や
同
一
の
災
害
で
も
被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
の
対
象
と
な
っ
た
地
域
と
対
象
と
な
ら
な
か
っ

た
地
域
が
発
生
し
て
い
る
も
の
の
、
支
援
法
の
対

象
と
な
ら
な
っ
た
地
域
に
お
い
て
も
自
治
体
の
枠

組
み
の
中
で
同
等
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
踏
ま
え
た
被
災
者
支
援
に
お
け
る
国
と
地

方
の
役
割
分
担
、
応
急
仮
設
住
宅
な
ど
の
被
災
者

の
住
ま
い
の
確
保
、
被
災
者
支
援
の
情
報
拠
点
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
さ
れ
る
こ
と
へ

の
期
待
を
冒
頭
で
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
局
か
ら
の
資
料
説
明
の
後
に
各
委

員
に
よ
る
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
公
的

支
援
は
実
行
可
能
性
が
担
保
さ
れ
る
必
要
が
あ

り
、
資
金
面
の
確
保
や
公
平
な
提
供
が
課
題
で
あ

る
こ
と
、
支
援
対
象
と
な
ら
な
い
被
災
者
が
気
の

毒
で
あ
る
こ
と
は
心
情
と
し
て
は
理
解
で
き
る
が

公
的
資
金
を
使
う
以
上
は
ば
ら
ま
き
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
、
公
的
な
制
度
だ
け
で
な
く
民
間

保
険
や
民
間
賃
貸
住
宅
等
の
民
間
市
場
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
高
齢
者
等
が

有
す
る
災
害
時
の
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ

と
な
ど
が
意
見
と
し
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
竜
巻
関
連
に
つ
い
て
は
竜
巻
等
突
風
対

策
局
長
級
会
議
に
報
告
で
き
る
よ
う
優
先
し
て
検

討
を
行
い
、
年
内
目
途
に
意
見
の
整
理
を
行
う
と

と
も
に
、
来
年
夏
頃
を
目
途
と
し
て
被
災
者
全
体

に
関
す
る
委
員
意
見
を
整
理
す
る
予
定
と
し
て
お

り
ま
す
。

16

防災の動き
Disaster Management News

「被災者に対する
国の支援の在り方に関する
検討会」の開催

10 月 23 日に開催された第 1回「被災者に対する国の支援の在り方に関する検討会」
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10
月
26
日（
土
）に
明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス　

ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー

ル
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
て
、
和
歌
山
県
、
明
治
大
学
主
催
、
内

閣
府
共
催
で
、「
濱
口
梧
陵
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

こ
れ
か
ら
の
津
波
防
災
～
稲

む
ら
の
火
～
の
教
え
か
ら
学
ぶ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
、

11
月
５
日
の
「
津
波
防
災
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
津
波
に
対
す
る
備
え
の
重

要
性
を
広
く
普
及
啓
発
す
る
た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

濱
口
梧
陵
が
主
人
公
で
あ
る
「
稲
む
ら
の
火
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
基
づ
き
、

２
０
１
１
年
６
月
、「
津
波
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
中
で
、
11
月

５
日
が「
津
波
防
災
の
日
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
か
ら
約
１
５
０
年
前（
１

８
５
４
年
）
の
こ
の
日
、
安
政
南
海
地
震
が
発
生
し
た
際
に
、
濱
口
梧
陵
は

大
き
な
地
震
の
揺
れ
で
津
波
が
来
る
こ
と
を
感
じ
と
り
、
村
人
を
助
け
る
た

め
に
高
台
に
あ
る
自
分
の
稲
む
ら
に
火
を
つ
け
、
村
人
は
そ
の
火
を
見
て
火

事
だ
と
思
い
高
台
に
向
か
い
、
結
果
村
人
何
百
人
も
の
命
が
救

わ
れ
ま
し
た
。
村
は
津
波
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
、
濱
口
梧
陵
は
私
財
を
投
じ
て
防
潮
堤
の
整
備
に
も
尽
力
し
、

復
興
に
も
非
常
に
大
き
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ま
ず
基
調
講
演
と
し
て
、
関

西
大
学
社
会
安
全
学
部
社
会
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ
ー
長
の
河
田
惠
昭
教
授
か
ら
、「
濱
口
梧
陵
の

意
志
を
風
化
さ
せ
な
い
減
災
対
策
」
と
題
し
て
、
今
後
の
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
首
都
直
下
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
対

策
に
お
け
る
自
助
・
共
助
の
重
要
性
の
お
話
が
あ
り
、
引
き
続

き
河
田
先
生
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
と
し
て
、
和
歌
山
県
知
事

の
仁
坂
吉
伸
氏
、
明
治
大
学
特
任
教
授
・
日
本
災
害
復
興
学
会

会
長
の
中
林
一
樹
教
授
、
作
家
の
大
下
英
治
氏
、
俳
優
の
石
丸

謙
二
郎
氏
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。基

調
講
演
で
は
、
河
田
先
生
の
熱
の
こ
も
っ
た
お
話
に
５
０

０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
聞
き
入
り
、
濱
口
梧
陵
の
残
し
た
教

訓
を
も
と
に
し
た
今
後
の
防
災
・
減
災
対
策
の
重
要
性
に
つ
い

て
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
濱
口
梧
陵
の
人
物
像
に
つ
い
て
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
濱
口
梧
陵
役
を
演
じ
た
石
丸
氏
や
、
濱
口
梧

陵
の
生
涯
を
追
っ
た
小
説
を
書
か
れ
た
大
下
氏
に
よ
る
詳
細
で

興
味
深
い
お
話
を
は
さ
み
な
が
ら
梧
陵
の
魅
力
を
掘
り
下
げ
る

と
と
も
に
、
中
林
先
生
に
自
助
・
共
助
の
取
組
の
促
進
に
つ
な

が
る
お
話
を
い
た
だ
き
、
よ
り
身
近
で
具
体
的
な
こ
れ
か
ら
の

防
災
・
減
災
対
策
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。
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防災の動き
Disaster Management News

濱口梧陵シンポジウム
～これからの津波防災～

10 月 26 日に明治大学駿河台キャンパスのアカデミーホールで開催された「濱口梧陵シンポジウム」
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イラスト　ⓒ文平銀座＋ NPO 法人プラス・アーツ

NPO 法人プラス・アーツ　www.plus-arts.net
教育／まちづくり／防災／福祉／環境／国際協力といった社会の既
存の分野に対して、アート的な発想やアーティストの既成概念にと
らわれない創造力を導入し、それぞれの分野が抱えている課題や問
題を解消し、再活性化させることを活動目的に掲げる。 

非常食の備蓄だけでなく冷蔵庫なども活用
し、1週間の食料を備えよう
大災害発生時、公的な支援物資はすぐに届かない
かもしれません。コンビニなどのお店にも人が殺到
し、すぐに商品が無くなるかもしれません。そのため、
ご家庭で非常食等の防災グッズを備える事はとても
重要です。これまで、備蓄は 3日分あれば十分と言
われていましたが、非常に広い地域に甚大な被害が
及ぶ可能性のある南海トラフ巨大地震では、「1週間
以上」の備蓄が望ましいとの指摘もあります。
1週間分と言われると急にハードルが上がるよう
に思いがちですが、非常食だけに捉われるのではな
く冷蔵庫の中をはじめ台所まわりに目を移せば、1
週間分の備蓄となる可能性があるはずです。
例えば、普段からちょっと多めに食材を買い置き
しておけば、最初の 3日間は冷蔵庫の中のものを食
べてしのげそうです。冷凍庫に普段からご飯や食パ
ン、野菜、冷凍食品等が入っている家庭も少なくな
いでしょう。
次の 3日間は、いつもローリングストックしてい
る食材でまかないます。非常食というと「気が付い
たら消費期限が大幅に過ぎていて全て廃棄した」と
いった失敗が起こりがちです。ローリングストック
法は日常的に非常食を食べて、食べたら買い足すと
いう行為を繰り返し、常に家庭に新しい非常食を備
蓄する方法。この方法なら普段から食べているもの

が災害時の食卓に並び、安心して食事を採ることが
できるはずです。
それ以降は、乾物や発酵食品などの保存食やイン

スタントヌードル、フリーズドライ食品、チョコレー
トなどで乗り切る。さらに、調理方法（レシピ）も
ストックしておけば、「おいしい食の備え」が出来上
がります。

災害発生 1週間をサポートする防災グッズ
1 週間を想定した上で重要となる防災グッズの中

でも必需品としてセットしておきたい防災グッズが
「カセットコンロ」です。過去の被災者の多くは、災
害後の避難生活の際に “ 温かい物 ” が食べたかった
と語っています。備蓄しているお気に入りのレトル
ト食品などをさらにおいしくいただくために、被災
直後の一時的に電気やガスが止まり、熱源を失って
しまう状況で、カセットコンロはとても重宝します。
普段の鍋用に準備されているご家庭も多いと思いま
すので、カセットボンベの買い置きを少し多め（15
～ 20本）にして災害時に備えましょう。
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できることから始めよう！ 
防災対策 第 3 回 　１週間を想定した工夫と備え
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Q自
治
体
で
は
女
性
の
た
め

に
生
理
用
品
を
備
蓄
し

て
く
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
応
急
的
な
も
の
で
あ
り
、
様
々

な
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
が
あ
る
な
か
で
肌
触
り
や
好
み
の

形
状
、
状
態
な
ど
に
対
応
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

せ
ん
。
サ
ニ
タ
リ
ー
シ
ョ
ー
ツ
も
含
め
て
個
人
で
相
当

量
を
揃
え
る
べ
き
で
す
。
ま
た
、
生
理
中
の
か
ぶ
れ
や

か
ゆ
み
を
避
け
る
た
め
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
に
６
か
所
程
度
キ
リ
で
穴
を
あ
け
た
も
の
を
、
支
給

さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
け
れ
ば
、
ビ
デ
と
し
て
洗

浄
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
被
災
地
で
は
１
週
間
程
度

お
風
呂
に
入
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ウ
ェ
ッ
ト

タ
オ
ル
や
水
の
い
ら
な
い
シ
ャ
ン
プ
ー
を
用
意
し
て

お
く
と
汚
れ
や
臭
い
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
で

き
ま
す
。
替
え
の
下
着
が
な
い
と
き
に
、
お
り
も
の

シ
ー
ト
や
抗
菌
ス
プ
レ
ー
を
下
着
に
吹
き
付
け
て
難

を
し
の
い
だ
女
性
も
い
ま
し
た
。
他
に
も
乾
燥
な
ど

で
肌
荒
れ
に
な
る
こ
と
か
ら
、
基
礎
化
粧
品
、
ハ
ン

ド
ク
リ
ー
ム
、
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を
求
め
る
声
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
素
顔
を
隠
し
た
い
と
き
、
ま
た
保

湿
の
た
め
に
マ
ス
ク

は
重
宝
し
ま
す
。
避

難
所
で
は
、
毎
日
洗

髪
で
き
な
い
の
で
髪

型
を
隠
す
た
め
、
炊

き
出
し
の
調
理
中
の

頭
髪
落
下
防
止
の
た

め
に
シ
ャ
ワ
ー

キ
ャ
ッ
プ
を
被
る
人

も
多
く
い
ま
し
た
。

　

非
常
食
の
栄
養
の

偏
り
か
ら
女
性
は
便

秘
や
体
調
不
良
に
悩

ま
さ
れ
が
ち
で
す
。

粉
末
の
野
菜
ス
ー
プ

や
缶
ジ
ュ
ー
ス
、
野
菜
チ
ッ
プ
ス
な
ど
繊
維
質
や
ビ

タ
ミ
ン
類
を
含
ん
だ
食
材
を
自
宅
に
多
め
に
ス
ト
ッ

ク
し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。
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もし、一日前に戻れたら…

大きな手提げ袋が
避難所生活で大活躍 
 （新地町　60代　女性　主婦）
避難所の大小にかかわらず、集団生活では荷物がばら

ばらにならないように収納できる入れ物が必要です。特
に今回は避難所生活が想像以上に長引いたこともあり、
荷物の整理に苦労した方々は多かったようです。
着の身着のままで逃げ出したため、バッグ類を持って

いなかった人も多く、「大きな手提げ袋がほしい」という
声をあちこちで耳にしました。手提げ袋がいくつかある
と、荷物を仕分けして入れておけるし、必要なときにす
ぐに持ち歩けるので箱などよりも便利なのです。

リュックがほしいという声も多かったです。貴重品は
絶えず身につけておかなければいけませんが、両手は自
由にしていたい。だから背中に背負うリュックが重宝な
のです。支援物資として届いた大小のバックやリュック
はあっという間になくなりました。袋類がこんなに貴重
とは、今回の震災で初めて知りました。
今後、何かあって避難しなければならないときには、

軽くてかさばらず丈夫な手提げ袋をいくつか持ち出した
いと思います。実は震災前は非常用持ち出し袋も何も用
意しておらず、「これではいけない」と強く思いました。
これからは必要なものをひとまとめにしておき、いつで
も持ち出せる準備をしておかなければと思っています。

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ichinitimae/index.html

非常時の備えをしたいの
ですが、被災地で女性が

必要としたものは
なんですか？？

防
災 

Q
&
A

危
機
管
理
教
育
研
究
所
　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
　
信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自
然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災
・
防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文

部
科
学
省
な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

「一日前プロジェクト」　第 28回

東日本大震災（平成 23 年３月）

イラスト：井塚 剛

デリケートな部分が多い
女性にはこれがあれば
よかったというものが
　　ありました。
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最
大
級
の
台
風
被
害

明
治
以
来
、
最
大
の
被
害
を
出
し
た
と
さ
れ
る

伊
勢
湾
台
風
は
、
１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
９
月

26
日
の
午
後
６
時
過
ぎ
に
紀
伊
半
島
に
上
陸
す
る

と
、
直
径
７
０
０
キ
ロ
に
及
ぶ
地
域
を
暴
風
雨
に

巻
き
込
み
な
が
ら
本
州
を
縦
断
、
名
古
屋
市
南
部

を
中
心
に
５
０
０
０
人
を
越
す
死
者
・
行
方
不
明

者
を
出
し
ま
し
た
。

こ
の
台
風
は
、
名
古
屋
市
内
に
お
い
て
最
低
気

圧
９
５
８
・
５
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
、
瞬
間
最
大
風

速
45
・
７
メ
ー
ト
ル
の
驚
異
的
な
数
値
を
記
録
し

て
い
ま
す
。
低
気
圧
は
高
潮
を
生
じ
さ
せ
、
前
日

か
ら
降
り
続
い
た
豪
雨
に
よ
り
河
川
が
増
水
し
堤

防
は
決
壊
、
名
古
屋
市
の
南
部
地
区
を
濁
流
の
渦

に
巻
き
込
み
ま
し
た
。

と
く
に
名
古
屋
港
周
辺
の
貯
木
場
か
ら
溢
れ

出
た
20
万
ト
ン
に
及
ぶ
巨
木
の
大
群
が
、
ま
る
で

狂
っ
た
か
の
よ
う
に
町
を
襲
っ
た
の
で
す
。
こ
の

地
区
は
一
瞬
に
し
て
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
人
々
の
悲

鳴
や
叫
び
声
が
聞
こ
え
ほ
ん
と
う
に
恐
ろ
し
い
光

景
で
し
た
。

伊
勢
湾
台
風
が
与
え
た
被
害
は
甚
大
で
、
全
壊

家
屋
３
万
６
１
３
５
棟
、
半
壊
家
屋
11
万
３
０
５

２
棟
、
流
失
家
屋
４
７
０
３
棟
、
死
者
５
０
９
８

人
、
被
災
者
数
は
全
国
で
約
１
５
３
万
人
に
及
び

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
伊
勢
湾
台
風
を
教
訓
と
し
て
、
災

害
対
策
に
つ
い
て
定
め
た
災
害
対
策
基
本
法
が
１

９
６
１
（
昭
和
36
）
年
１
月
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

20

伊勢湾台風（1959）

災害を語りつぐ 1

1959 年の伊勢湾台風は、愛知県名古屋市を中心に深刻な被害を引き起こしました。そう
した中、高校生が献身的に救助活動を行い、多くの人を救いました。
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愛
と
力
の
筏

名
古
屋
市
南
区
大
同
町
に
あ
っ
た
大
同
工
業
高

校
（
現
在
の
大
同
高
等
学
校
）
の
校
舎
は
、
当
時

完
成
し
た
ば
か
り
の
４
階
建
て
で
、
周
辺
に
は
珍

し
い
高
い
建
物
で
し
た
。
そ
の
た
め
台
風
当
日
の

夕
方
か
ら
近
隣
住
民
が
続
々
と
避
難
場
所
を
求
め

て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

濁
流
に
よ
っ
て
１
階
は
完
全
に
水
没
し
ま
し
た

が
、
校
舎
の
３
・
４
階
を
開
放
し
て
、
一
時
は
２

５
０
０
名
以
上
の
避
難
者
を
収
容
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、校
舎
の
２
階
を
臨
時
の
救
援
本
部
と
し
て
、

校
長
の
指
揮
で
生
徒
と
職
員
に
よ
る
救
助
隊
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
校
舎
周
辺
に
流
れ
着
い
た
材
木

で
筏
を
作
り
「
大
同
工
高
生
徒
隊
」
と
書
か
れ
た

旗
を
立
て
て
、
全
校
生
徒
は
率
先
し
て
人
命
救
助

や
傷
病
者
救
護
、
ま
た
人
員
物
資
の
輸
送
に
励
ん

だ
の
で
す
。
さ
ら
に
生
徒
た
ち
は
遺
体
の
収
容
や

汚
物
処
理
ま
で
、
一
丸
と
な
っ
て
力
を
合
わ
せ
て

献
身
的
な
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

そ
の
雄
々
し
く
危
難
に
立
ち
向
か
い
復
興
に
尽

力
し
た
生
徒
た
ち
の
、
ま
さ
に
純
粋
な
愛
と
力
の

姿
に
多
く
の
人
々
が
感
激
し
ま
し
た
。
こ
の
若
者

た
ち
の
勇
気
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
後
世
に
残

す
た
め
に
「
愛
と
力
の
筏
」
の
銅
像
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
災
害
は
時
を
経
る
に
従
っ
て
人
々
の
記
憶

か
ら
忘
れ
去
ら
れ
ま
す
が
、
我
々
は
こ
の
銅
像
を

仰
ぎ
見
る
た
び
に
、
純
真
な
学
徒
た
ち
が
率
先
し

て
若
い
力
を
結
集
し
た
奉
仕
の
姿
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
長
く
伝
え
る
と
と
も
に
称
え
た
い
も
の
で

す
。
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秋
田
県
大
館
市
の
芝
谷
地
湿
原
は
、
約
７
ha
の

広
さ
で
手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
湿
原
植
物
群
落
は
国
指
定
天
然
記

念
物
に
な
っ
て
い
る
。
毎
年
、
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上

旬
に
か
け
て
は
、
美
し
い
ア
ヤ
メ
が
咲
き
誇
る
。

こ
の
芝
谷
地
湿
原
か
ら
歩
い
て
10
分
ほ
ど
に
あ
る
大

館
市
立
第
二
中
学
校
（
生
徒
数
１
４
１
名
）
は
、
２
０

１
１
年
に
「
ア
ヤ
メ
の
里
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し

て
〜
雨
に
も
負
け
ず
雪
に
も
負
け
ず
」
の
タ
イ
ト
ル
で

防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
応
募
し
、
採
択
さ
れ

た
。
そ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
防
災
活
動
は
高
く
評
価
さ

れ
、
２
０
１
２
年
２
月
に
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

「
本
校
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

『
助
け
ら
れ
る
人
か
ら
助
け
る
人
へ
』で
す
。地
域
の
方
々

と
の
防
災
活
動
を
通
じ
て
、
生
徒
を
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
に
育
て
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し
た
」
と
大
館
市

立
第
二
中
学
校
校
長
の
貝
森
登
さ
ん
は
言
う
。

地
域
と
の
防
災
活
動
を
進
め
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た

の
が
「
地
域
防
災
組
織
」
で
あ
る
。「
地
域
防
災
組
織
」

は
大
館
市
立
第
二
中
学
校
の
生
徒
、
教
員
、
18
あ
る
町

内
会
の
会
長
や
防
災
担
当
者
で
構
成
さ

れ
る
。
そ
の
役
割
は
、
町
内
会
ご
と
の

防
災
活
動
を
決
め
、
実
施
す
る
こ
と
。

例
え
ば
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
で
あ
る
。

生
徒
は
自
分
の
住
む
町
内
を
住
民
と
共

に
歩
き
、
公
衆
電
話
、
消
火
栓
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
設
置

場
所
や
、
災
害
・
事
故
が
予
想
さ
れ
る

危
険
箇
所
を
示
し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
町
内
の
掲
示
板
に
貼
っ
た
り
、

各
家
庭
に
配
布
す
る
。
ま
た
、
消
火
器

の
使
用
訓
練
や
、
町
内
の
清
掃
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
講
習
会
と
い
っ
た
活
動
も
、
住
民
と

共
に
行
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
生
徒
は
毎
年
９
月
に
開
催

さ
れ
る
町
内
の
お
祭
り
に
、
御
神
輿
の

担
ぎ
手
や
山
車
の
引
き
手
と
し
て
参
加

し
、
地
域
住
民
と
の
絆
を
深
め
て
い
る
。

「
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
生
徒
と
地

域
の
方
々
が
知
り
合
い
に
な
り
、
お
互

い
が
気
軽
に
挨
拶
で
き
る
よ
う
に
な
り

22

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

「
ア
ヤ
メ
の
里
」
で
活
躍
す
る
中
学
生
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

秋
田
県
大
館
市
の
大
館
市
立
第
二
中
学
校
は
、
地
域
の
人
々
と
共
に
防
災
活
動
を
行
う

こ
と
で
、
生
徒
が
地
域
の
頼
れ
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
育
っ
て
い
る
。 第 17回

大館市立第二中学校の生徒に
よる活動
冬の除雪作業（上段右）、学校
での冬の避難訓練（上段左）、
町内のお祭りで御神輿を担ぐ

（下段右）、防災マップを使い、
小学生に町内の危険箇所を説
明（下段左）
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ま
し
た
。
地
域
の
方
々
か
ら
は
、『
い
ざ
と
い
う
時
に
頼

り
に
な
る
中
学
生
が
い
て
心
強
い
』
と
い
う
お
話
を
頂

い
て
お
り
ま
す
」
と
貝
森
さ
ん
は
言
う
。

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
を
守
る

大
館
市
立
第
二
中
学
校
の
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
で
は
、
冬
の
防
災
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

大
館
市
で
は
毎
年
、
冬
に
な
る
と
雪
が
70 

cm
以
上
積
も

る
こ
と
も
多
い
。
積
雪
時
に
は
、
雪
に
よ
っ
て
避
難
口

の
扉
が
開
か
な
く
な
る
こ
と
や
、
足
下
が
悪
い
た
め
、

避
難
に
時
間
が
か
か
る
と
い
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
大
館
市
立
第
二
中
学
校
で
は
、
春
に
加
え
、

冬
に
も
避
難
訓
練
を
行
い
、
積
雪
時
の
災
害
に
備
え
て

い
る
。

ま
た
、
防
災
マ
ッ
プ
も
、
積
も
っ
た
雪
で
見
通
し
が

悪
く
な
る
場
所
を
書
き
加
え
る
な
ど
し
た
冬
バ
ー
ジ
ョ

ン
を
作
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
生
徒
は
近
隣
の
小
学

校
を
訪
れ
、
こ
の
防
災
マ
ッ
プ
を
用
い
、
児
童
に
対
し

て
積
雪
時
の
防
災
に
つ
い
て
説
明
も
行
っ
て
い

る
。
説
明
後
に
は
、
生
徒
は
低
学
年
の
児
童
と

集
団
下
校
し
、
危
険
箇
所
を
確
認
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
生
徒
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し

て
、
高
学
年
の
小
学
生
と
共
に
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
宅
、
町
内
の
集
会
所
、
消
火
栓
な
ど

の
除
雪
作
業
も
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
生

徒
は
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
主
的
に
行
動
を

起
こ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
今
年

８
月
９
日
、
大
館
市
で
は
１
時
間
に
１
２
０
ミ

リ
以
上
の
大
雨
が
降
り
、
床
上
浸
水
や
床
下
浸

水
な
ど
の
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
が
、
こ
の

復
旧
作
業
に
も
大
館
市
立
第
二
中
学
校
の
生
徒

が
活
躍
し
た
。
夏
休
み
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
20
名
の

生
徒
と
６
名
の
教
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
り
、
床
上

浸
水
の
被
害
を
受
け
た
家
の
清
掃
、
道
路
の
片
付
け
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
地
元
の
新
聞
や
テ
レ

ビ
番
組
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

「
今
回
の
復
旧
作
業
に
、
多
く
の
生
徒
が
自
主
的
に

参
加
し
た
こ
と
は
、
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の

大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
が
『
絵
に
描
い
た
餅
』
と
な

ら
な
い
よ
う
、
地
域
の
方
々
と
共
に
防
災
活
動
を
継
続

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
貝
森
さ
ん
は
言
う
。

�

（
写
真
提
供　

大
館
市
立
第
二
中
学
校
）
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防 災教育チャレンジプランを通じて、
地域防災における中学生の重要性を

強く感じました。防災活動によって生徒から発
せられるエネルギーは、精神的な面でも、実際
の行動という面でも、地域の方々に大きな影響
を与えたと思っております。
生徒は特別なことをしているという意識は

ありませんが、地域の方々からの温かい支援が
あることは忘れないで欲しいです。人間は一人
では生きられません。防災活動をきっかけに、
人や社会との関わりを大切にできる大人へと生
徒が成長することを願っています。

防災リーダーの一言

貝森登（かいもり・のぼる）●大館市立第二中学校校長

ご意見・ご感想を、内閣府（防災担当）
広報誌「ぼうさい」担当宛で、はがき、 

FAX、メールにてお寄せください。

平成 25 年 12 月 3 日発行 [ 季刊 ]
http://www.bousai.go.jp/kouhou/
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『ぼうさい』春号は平成 26 年 3 月発行の予定
です。

編集後記
今年の台風発生数は 21 年ぶりに 30 の大台

を突破した。10 月の台風 26 号は、伊豆大島
に大規模土砂災害を、続く 11 月の台風 30 号
は、高潮を伴いフィリピンに甚大な被害をも
たらした。改めて台風の恐ろしさを感じずに
はいられない。

と こ ろ で、 日 本 の 災 害 史 を 振 り 返 る と、
1959 年の伊勢湾台風は、高潮を伴い死者・行
方不明者 5,098 人という被害をもたらした。
生まれる前の災害は関心も低くなりがちだ
が、過去の災害から、自身が経験したことの
ない災害を学ぶことで、もしもの時に備えて
おくことも非常に重要と感じる。
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東日本大震災
復興支援の情報サイト

各ホームページに、東日本大震災により被災された方、 
そして支援をお考えの方に役立つ情報が掲載されています。

日本政府を通じた東日本大震災義援金受付

皆様から寄せられた義援金は、地方公共団体を通じて、
被災者の方々へ届けられます。

全国の銀行、信用金庫、郵便局から
指定口座「東日本大震災義援金政府窓口」

へお振込み下さい。

受付期間
平成23年4月5日（火）から平成26年3月31日（月）まで

http://www.cao.go.jp/gienkin/

復興庁

復興庁は、復興に関する国の施策の企画、
調整及び実施、また、地方公共団体への

窓口と支援等を担う組織です。
ホームページでは、復興交付金制度や被災者支援

関連情報、また現地の取組や関連資料などの
最新情報が入手できます。

http://www.reconstruction.go.jp/

政府では、インターネットを通じて震災からの復興状況をお知らせしています。
岩手県、宮城県、福島県を中心に、

復興に向けて歩む方々の声や取り組みを紹介するテレビ・ラジオ番組を視聴できるほか、
各地で撮影された写真、関連サイトへのリンク、生活や事業の再建に役立つ情報にもアクセスできます。

「復旧・復興支援制度情報」のページ

国や地方公共団体が東日本大震災の復旧・復興のために整備している支援制度の検索サイトです。
様々な支援制度を横断的に検索し、条件にあったものをすばやく探すことができます。

県外避難している方からの相談にも、県名や市町村名から簡単に調べてご案内いただけます。

個人向け、事業者向け、それぞれの最新支援制度情報が確認でき、
フリーキーワード、支援の種類やカテゴリ選択による絞込みも可能です。

http://www.r-assistance.go.jp/

http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko/ayumi.html http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko/index.html


	73_P01（表1）_1
	73_P02_2
	73_P03_4
	73_P04-07_3
	73_P08-11_10
	73_P12-13_2
	73_P14-15_2
	73_P16_2
	73_P17_2
	73_P18_6
	73_P19_1
	73_P20-21_1
	73_P22-23_2
	73_P24（表4）_1

